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レーザー干渉計は高分解能・低ドリフトの変位測定が可能で、さらに波長を基準とした自己校正ができる。地

震計のおもりの位置検知に利用すれば高精度な地震計を作ることができる。 

本研究では長周期の振り子の位置検出にレーザー干渉計を用い、さらに光ファイバーを利用して信号を伝達す

ることで、孔井に設置可能な広帯域地震計を製作した。深さ 10m のボアホール内で試験観測を行い、STS 地震計と

の比較等の特性測定の結果を報告する。 


